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今村 煎 (京大 ･理 )
性差そのものが,舛馴 こよって発なる可能性が
Hanihara(1978)の研究等から示唆されているが,
統計的に検証されてはいない｡本6)f究は,性差の
柴田差の有無を統計的に明示し,性差の柴田問変
15割こついて考察を加えることを目的としたもので
ある｡
質料として,京郡大学解剖学教室所蔵近畿人
(男性80,女性40),長崎大学解剖学教室所蔵九
州人 (男性40,女性70),近畿大学解剖学教室所
蔵インド人 (男性83,女性44)の寛骨および仙骨
を用い,41項目の計測値について検討した｡
1).要因判別分析により,性差,災日1差,性差
の鎌田差を検定した｡性差は3班団ともTf.El.差が
あり,災団問の距離も3任用の問で布.Cば がある｡
しかし,性差の柴田差では日米人の2〃三日1問には
有志差はなく,この2年き団の各々とインド人との
問には布恋差が見られた｡
2)それぞれの班田内における計測項日ごとの
を描くと,近畿人と九州人はパターンが同じだが,
インド人とは異なる｡
3)93性が有意に大きい計測項目,女性が有意
に大きい計測項目を選びだし,それぞれの計測値
に巧みづけの係数をかけて合計し,男性的スコア,
女性的スコアを算出した｡インド人は,日本人 2
範団とスコアの大きさにおいて分離され,日本人
2柴田のうち,近畿人は女性的スコアにより性差
がみられ,九州人は男性的スコアに性差が現われ
る｡
以上のことから,性をわける要因と,集団を特
徴づける要因は,必ずしも独立ではないことが明
らかにされた｡
霊長頬の比較内分泌学的研究
J3居降三 (滋fT医大 )
甑人杓のチンパンジーから,耶描Hiのガラゴに
至る23校のサル芙別こついて,血拙伯とインスリン
値の測定を行った｡その約札 血相他は,マ-モ
セット科において119-264喝/dl,I)スザルで
163昭/dlと,他のサJt,糊の30-100昭/dlに比
べ㍍ldiがみられた｡一方,血中のインスリン(I
RI)lu.tは,他のサル獄に比校して低値を示した｡
別に行ったマ-モセット要員の実験の中で,経口糖
負荷試験において,IRI値の増加が認められず,
さらに,インスリン分泌刺激試験においても何ら
増加が認められないことを兄い出した｡そこで,
動物種差に伴うインスリン構造の相違が考えられ
たため,マ-モセットおよび比較の為のニホンザ
ルの肺臓の敬一アルコール抽出物につき,モルモ
ット腎の100,0009沈澱をレセプターとしてmい
たRRA系およびヒトインスリン抗休 を用いた
RIA系にて,displacementcurveを竹城したO
その結果,ヒト,ブタインスリンに対し,マーモ
セットおよびニホンザルの抽出物は,いずれも同
相の帆きをもつカープを示し1=｡これらのことか
ら,マ-モセットのインスリンは,構造上ニホン
ザル,ヒト,ブタと大きな差はなく,ヒトのイン
スリン測定系 (RIA系)にて測定され得ること
が分った｡この結架,マーモセット類は,高血糖,
低インスl)ンlLti,およびインスリン分泌刺激に対
する感受性の低下を示す,特有の勝内分泌機能を
性差を,鎌田問で比較するため,性差の稲光折線
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もつことがT作nrlされた｡しかしながら,これらマ
